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にのみやまちとしょかん 

図書館だより 

2015.11.10発行 

 図書館開館 

40周年！ 

 特集  健康･医療関連図書コーナーを設置しました！ 

二宮町図書館では 2015 年 10 月より、生活に身近な健康･病気に関する図書や資料を集めた 

「健康･医療関連図書コーナー」を設置しました。（平成 27 年度町制 80 周年記念事業） 

コーナー設置にあたっては、2009 年に設立した図書館基金を初めて活用し、健康･病気に関する図書を新た

に 148 冊購入しました。また、所蔵の事典類、病気、薬、病院などに関する図書の中からも、最新の情報が掲

載されているものを中心に集めました。現在、健康･医療関連図書コーナーには約 300 冊の図書が並んでいます。

そのほか、町や団体等が発行する健康･医療関連のパンフレット･チラシなども置いていますので、どうぞご活用

ください。 

できる限り新しい情報を随時提供し、たくさんの方にながくご利用 

いただけるコーナーにしていきたいと考えています。 

場所は２階カウンターの隣。書架と

ブックトラック１台のコーナーです。 

 

490～499 
・医学 

598 

・家庭学 

・婦人科･産科 

・子どもの病気 

(※一部くらしのｺｰﾅｰ） 

916 
・闘病記 
（リスト有） 

Ｒ598 
・家庭医学 

健康･医療 

関連図書 

コーナー 

※ 闘病記とは 

闘病記とは、患者本人やその家族な

どが書いた手記、記録です。病気の症

状や治療方法に加え、心境、生活への

影響など、医学書からは得にくい情報

を得ることができる資料として注目さ

れています。ただし、主観的な内容も

多く、必ずしも科学的に正しくない記

述も見られるため、その点を踏まえた

うえでご利用ください。 

(web ﾍﾟｰｼﾞ国立国会図書館 調べ方案内｢闘病記を探す｣より） 

闘病記、看病記とは、患者本人や

その家族などが書いた手記、記録で

す。病気の症状や治療方法に加え

図書館２階フロア図 

 また｢ルポルタージュ｣の分類 916 の棚には闘病記※リストを設置

し、本には病名を記したシールを貼付しました。 

図書館には、健康･医療関連図書コーナーにある本以外にも医学関

係の本はたくさんあります。主に分類 490 番台（上記フロア図の中

央付近）が｢医学｣の棚となっていますので、そちらも同様にご利用

ください。 
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2015 年８月～2015 年 10 月新着分より（著編者／出版社／出版年月／請求記号） 

『子どもたちへ、今こそ伝える戦争
－子どもの本の作家たち 19 人の真実－』 
（長新太ほか/講談社/'15.7/ 210 ｺ） 

   

 

＜児童書＞ 

べストオーダー 
2015年8月～2015年10月 
※ この期間に予約が多かった本です 

 

 
１ 火花           ／又吉直樹 

２ あの家に暮らす四人の女／三浦しをん 

３ 流       ／東山彰良 

４ スクラップ･アンド･ビルド／羽田圭介 

５ 君の膵臓をたべたい／住野よる 

 

8 月～10 月新着本 PICKUP 

『野菜でつまみ －お酒にうれしい。 
野菜が主役のおいしいレシピ 100－』 

（鈴木薫/学研パブリッシング/'15.7/LB596.3 ｽ） 

 
 

 

 

『向田邦子おしゃれの流儀』 
（向田和子･かごしま近代文学館/新潮社/'15.5/910.2 ﾑ） 

 
 

 

 

 

      

『世界の美しき鳥の羽根－鳥たちが成し遂げてきた

進化が見える－』 （藤井幹著、舘野鴻･かわしまはるこ 

イラスト/誠文堂新光社/'15.9/488.0 ﾌ） 

 

 
 

 

 

『行くぞ！ロシナンテス 
－日本発国際医療 NGO の挑戦－』 
（川原尚行/山川出版社/'15.5/498.0 ｶ）  

 
 

 

 

 

      

『私の「戦後 70 年談話」』 

（岩波書店編集部/岩波書店/'15.7/304 ﾜ） 

 
 

 

 

『60 代の生き方・働き方 
－第二の人生を楽しむ心得帖－』 

（阿部絢子/大和書房/'15.7/366.2 ｱ） 

 

 
 

 

 

 

      

食通、旅好きといったライフスタイ

ルが、今なおファンを魅了し続けて

いる向田邦子。装いにも独自のスタ

イルがある。遺されたポートレート

やエッセイから装いの美学に迫る。 

五木寛之、中川季枝子、日野原重明、

野中広務など戦争の時代を生き抜いた

各界の著名人 41 人が自らの体験を次

世代に伝える貴重なメッセージを収

録。平和の尊さを思い知らされる本。 

 

 

大事なのは気持ちの切り替えと前向

きな姿勢。60 歳を過ぎて肩叩きにあ

い、新たな仕事に挑んだ著者が、60

代で働くときの心得やコツなどを伝

授。ためになるヒントが満載。 

 

 

バラのような羽根をもつヒヨクドリ、

独特の姿に変身するカタカケフウチ

ョウ…。美しい鳥とその羽根を写真と

イラストで紹介。羽根の構造について

の解説や興味深いコラムも収録。 

 

ねぎマリネ、トマトの水ギョーザ、き

のこのレモンオイル漬け……。ささっ

と作れたり、メイン料理になったり、

作り置きできたり、野菜がたくさんお

いしく食べられて体も喜ぶレシピ集。 

 

外務省を辞職し、医療支援を中心と

した国際 NGO ロシナンテスを立ち

上げた著者。スーダンと震災後の東

北で復興支援に果敢に取り組んでい

く姿を綴った渾身の一冊。 

 

戦時中の日本で、小さかった自分の身に

起こったこと、感じたことなどをおさめ

たドキュメンタリーアンソロジー。まっす

ぐ胸に届く言葉で、当時の記憶が伝わり

ます。 

 

ＣＤ           （演奏者） 請求記号 

『ラヴェル:歌劇《こどもと魔法》』 
（小沢征爾指揮） 

155 ﾗ 

『青春のゴールデンポップス』 201 ｾ 

『オールスター･ドラマ･ヒッツ』 
 （GLAY ほか） 

290 ｵ 

『オールスター･ムービー･ヒッツ』 
（平井堅ほか） 

290 ｵ 

『かわいそうなぞう』（秋山ちえ子朗読） 964 ﾂ 

『ポップ･ヒット･マーチ 2014』        
（山下達郎） 

973 ﾎﾟ 

  ＤＶＤ 請求記号 

『日本の昔ばなし』(1,2,3 巻) K778 ﾆ 

『キハ 58･65―復活!急行列車九州ザ･ラストラン』 536 ｷ 

『やなせたかし』(100 年インタビュー)  726 ﾔ 

『舟を編む』 778.1 ﾌ 

『オードリー･ヘプバーンの若妻物語』 
 

778.2 ｵ 

ほか５点 

 

2015 年 10 月分 

 
CD 
＆ 

ＤＶＤ 
新着リスト 
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原
はら

 石
せき

鼎
てい

（俳人） 

近年出版された原石鼎関連の主な書籍 

・『二冊の「鹿火屋」－原石鼎の憧憬－』（岩淵喜代子著／邑書林／'14.10／Ｔﾊﾗ） 

 

▶▶▶ 次号は「柴野
し ば の

拓
たく

美
み

」を紹介します 

開館 4 周年を迎えた「ふたみ記念館」。 

図書館では 5 回目の「二見利節展」を行っています。  

二二見見利利節節 PPAARRTT55  

二宮ゆかりの人物 過去の掲載号 

⇒20 号 

▶ 展示のみどころ   

二見利節は第二次世界大戦に出征し、沖縄で終戦を

迎えました。沖縄からの軍用葉書やスケッチ、又初公

開の水彩画、エッチング等、記念館より借用して展示

しています。 

 

展示期間 10／１ ～ 12／27  

特別コレクション 

 原石鼎は大正･昭和期を代表する俳人の一人です。高浜虚子に認められ、大正期のホトトギスの第一次黄金時

代に前田普羅、飯田蛇笏らとともに並び称されました。大正 10 年から現在も発行が続いている「鹿火屋」の

主宰としても広く知られています。島根県出雲の出身で、大正４年に上京後は東京で暮らしていました。 

石鼎が病気療養のため二宮に移り住んだのは昭和 16 年、55 歳の頃のことでした。ときは戦時中でしたが、

石鼎のために戦争を避けて静かな環境で暮らしたいと妻コウ子が奔走し、土地を求め、家を建て二宮での暮ら

しが始まりました。五月の緑美しい二宮へ来た石鼎は、防波堤の松林が見える景色や、松林越しに吹いてくる

海風が気に入っていたようです。昭和 26 年 12 月、65 才でその生涯を閉じるまで、石鼎は妻コウ子とともに

ここ二宮で暮らし、多くの句作を残しました。 

2015 年 10 月、鹿火屋ゆかりの方から二宮町図書館に、鹿火屋関連の貴重な資料の寄贈がありました。 

原コウ子氏直筆の句と署名の入った本なども含まれています。 

今後、館内展示等でご紹介できるよう、現在整理をすすめています。 

原石鼎 → 
    （『原石鼎全句集』より） 

↓知足寺境内の句碑 

 二宮の知
ち

足寺
そ く じ

の境内には｢秋はあはれ冬はかなしき月の雁｣

という句碑がたっています。これは、原石鼎が、秋から冬に

かけて二宮の月夜を渡っていく雁の姿を詠んだ句です。 

現在原石鼎自筆の

色紙を展示してい

ます。 

梅雨凝って 

四山暗さや軒雫 

(大正 6 年) 

→ 

初
公
開
の
「
彼
岸
花
」 

ヨミ ハラ　セキテイ ヨミ

人物名 原　石鼎 本名

3月19日

明治１９年（１８８６）６月１日（戸籍上）

没地

菩提寺

略歴

　　　　　　　　昭和16年より没年まで二宮に住む。

年月

昭和１６年（１９４１） 戦争をさけるため手配していた二宮町二宮５８８に麻布

５月 本村町より移り住み、病気療養につとめる。（５５歳）

昭和２０年１１月 「鹿火屋」復刊　３００号を発行

昭和２６年１２月 発病.。多発性リューマチ炎,狭心症を併発。

20日午後6時26分永眠。(65歳）

昭和２７年 一周忌に菩提寺知足寺境内に句碑を建てる。

ハラ　カナエ

原　鼎

生年月日 没年月日 昭和２６年（１９５１）１２月２０日

　　　　　　　　知足寺に句碑あり。　

その他　　　大正10年から「鹿火屋」を主宰

出生地 島根県簸川（ひかわ）郡塩冶(えんや）村

二宮町石鼎庵　　　　　　　　　　

二宮町知足寺（出雲市神門寺分骨）　

出典　　　　『新潮日本文学辞典』

代表作　　　『花影』『石鼎句集』『深吉野』

受賞歴

学歴　　　　京都医専中退

肩書き　　　俳人

二宮関連事項
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お知らせ・お願い 
 

  

Q 延長のやり方がわからないのですが？ 
 
A パスワードをお持ちであれば､図書館ホームページ､

館内利用者用検索端末の｢利用者メニュー｣の｢貸

出状況照会｣から、図書･雑誌の延長手続きがで

きます。延長したい資料の｢貸出詳細｣画面で、

｢延長する｣ボタンを押してください。ボタンが表

示されないもの（返却期限を過ぎている､または

次に予約の人がいる場合）は延長できません。

延長は１回のみ可能で、手続き日から 2週間で

す。カウンターや電話でも延長は可能です。 

利用者の声より 

 

 
   図書館だよりＣＤ版もあります。お問い合わせください！ 

編集･発行 二宮町図書館   

住所 〒259-0123 

二宮町二宮１２４０－１０ 

 0463－72－6913  FAX 0463-72-6914 

ホームページ http://www.ninomiya-public-library.jp/ 

 

次号は 
2/10発行 図書館で働くのは、体力が一番必要かも…。本を持って階段を上り、し

ゃがんで本の配架。年々衰える体力と膝痛に悩まされる日々。新設された

健康・医療関連図書コーナーで、“痛みを治す４週間プログラム”なんて

文字が目に入り思わず手に取ってしまった。さぁ、タイトル通り４週間で

治るのか実践してみるか！ 

 

   ひとつだけ ～編集後記にかえて 
 

行事カレンダー 休館日 

 １１月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

 

9月末までの累計 

5,180,702 円 

図書館基金 
ご報告 

《月別合計》 
 

7月   14,143円 

8 月   3,675 円 

9月 1,002,746円 

 

 

おおきいおはなし会― 小学生から 
おはなし会とおりがみあそび  

 

 

図書館託児サービス 
（第３木曜日） 
 

ちいちゃいおはなし会 
（第２水曜日） 
 

 

わらべうたであそぼう！ 
（第３金曜日） 

 

 

 
大人が楽しむおはなし会 

図書リサイクル提供日 

雑誌リサイクル提供日 

１２月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

１月

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

２月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

二宮町図書館子育て支援講座 

絵本はこころのおやつ 
～ａｆｔｅｒブックスタート～ 

 
長年絵本を楽しんできた、にのみやおはなし会

のメンバーが、子育て中の絵本との“つきあい方”

をお話しします。 
 

日  時：①11 月 18 日(水)、②11 月 26 日(木) 

10 時～12 時（全 2 回） 

場  所：生涯学習センターラディアン 

①ミーティングルーム２ ②和室・保育室 

対  象：乳幼児の保護者の方 定員：20 名(先着順) 

申込み：受付中（図書館カウンターまたは電話） 

※1 回目のみ託児サービス有り  

（先着 10 名まで。保険料 30 円） 

※2 回目はお子さんを連れて参加できます。 

 

 

★「8･15朗読･収録プロジェクト」より寄贈を受けました 

『私の八月十五日』①･②及び、図書の内容を朗読音声と

して収録した｢音筆（おんぴつ）」が寄贈されました。戦争の

悲惨さと平和の尊さを後世に伝えるべく、漫画家･著名人

によって描かれたものです。二宮町在住のイラストレーター

森本清彦氏の作品も収録されてい 

ます。 

※図書は貸出ができます。 

｢音筆｣は館内での利用となります。 
 
★議会 DVD の貸出について 

二宮町議会本会議の模様を記録した DVD の貸出を図書館

で開始します。 

対 象 ：平成 27 年 9 月議会分から 

利用開始：対象議会の約 1 カ月後から（予定） 

※湘南ケーブルテレビで放送された内容と同じものです。 
 

★雑誌の休刊のお知らせ 

「歴史読本」：2015 年秋号までで休刊 
 

★年末年始休館のお知らせ 

１２月２８日(月)～１月４日(月)まで休館いたします。 

※休館中の返却ポストへの返却はご遠慮ください。 
 

★蔵書点検が終了しました 

休館中(9 月 24～30 日)はご不便をおかけしました。ご協

力ありがとうございました。 

 


